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　わたしたち野田市民は、日本国憲法、地方自治法の基本理
念に則り、地域の個性を生かしながら、基本的人権を尊重し、
平和を尊ぶ野田らしいまちづくりに懸命に努力を続けている。
　日本国憲法、地方自治法施行５０周年の節目の年にあたり、
わたしたちは、両法の重要性を再認識するとともに、市民憲
章の精神、平和祈念碑の碑文の精神を育みつつ、豊かな自然
と歴史を生かした健康な文化都市を目指すために、ここに野
田市を「個性豊かなまちづくりを行う人権・平和尊重都市」
とすることを宣言する。 （平成９年５月５日）

個性豊かなまちづくりを行う
人権・平和尊重都市宣言

設
な
ど
、
経
費
を
抑
制
し
た
な
か
で

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
行
の
行
政
改
革
大
綱

は
、
見
直
し
か
ら
４
年
が
経
過
し
た

こ
と
や
、
国
庫
補
助
金
な
ど
の
大
幅

削
減
な
ど
で
、
市
を
取
り
巻
く
環
境

が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
進
め

る
た
め
に
、
見
直
し
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
今
年
８
月
、

「
野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

（
岩
井
勝
治
会
長
）」に
行
政
改
革
大

意
見
は
郵
送
や
フ
ァ
ク
ス
で
も

　
意
見
の
募
集
期
間
は
、　
月
　
日

11

25

か
ら
　
月
　
日
ま
で
で
す
。

12

25

　「
行
政
改
革
大
綱
の
素
案
」
は
、　11

月
　
日
か
ら
行
政
管
理
課
、
市
役
所

25
と
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料
コ

ー
ナ
ー
、各
公
民
館
、各
図
書
館
と
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
提
出
方
法
は
、
任
意
の
書
式
で
直

接
持
参
か
郵
送
（
　
月
　
日
の
消
印

12

25

有
効
）、
フ
ァ
ク
ス
で
「
野
田
市
行
政

改
革
大
綱
（
素
案
）
に
対
す
る
意
見
」

と
明
記
し
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
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市
役
所
行
政
管
理
課
思
７
１
２
３
 

１
０
７
４
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」と
は
、

基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
計
画
や
条
例
を

制
定
す
る
時
に
、事
前
に
案
を
公
表
し
て
、

広
く
市
民
か
ら
意
見
や
情
報
を
募
集
し
、

市
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
手
続
き
で
す
。

【
問
合
せ
】
行
政
管
理
課

－

－

　
特
に
、関
宿
町
と
の
合
併
を
機
に
、

平
成
　
年
に
見
直
し
た
行
政
改
革
大

16

綱
に
よ
り
、
市
税
な
ど
の
徴
収
体
制

の
強
化
、　
年
４
月
ま
で
に
　
人
の

20

193

職
員
数
の
削
減
な
ど
に
取
り
組
み
、

４
年
間
で
　
億
２
千
　
万
円
の
経
費

45

800

の
削
減
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
民
館
、
図
書
館
、
博
物

館
の
開
館
日
の
拡
大
や
、
今
年
７
月

よ
り
開
始
し
た
、
職
員
の
シ
フ
ト
勤

務
に
よ
る
市
民
課
窓
口
の
日
曜
日
開

綱
の
見
直
し
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
た

め
、「
行
政
改
革
大
綱
」を
策
定
し
、大

綱
に
沿
っ
て
行
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

日曜日も開設し日曜日も開設したた市民課窓口市民課窓口

　
市
で
は
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

行
う
た
め
、平
成
　
年
に「
行
政
改
革
大
綱
」を
見
直
し
、職
員

16

数
削
減
な
ど
に
よ
り
経
費
を
抑
制
し
な
が
ら
、図
書
館
な
ど
の

開
館
日
の
拡
大
や
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
行
政
改
革
を
進
め
よ
う
と
、「
野
田
市
行

政
改
革
推
進
委
員
会
」に
諮
問
を
す
る
と
と
も
に
、皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」に
よ

り
意
見
を
募
集
し
、行
政
改
革
大
綱
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
審
議
の
内
容
を
も
と
に
、

行
政
改
革
の
必
要
性
や
今
ま
で
の
取

り
組
み
な
ど
の
策
定
の
背
景
、
民
間

活
力
の
有
効
活
用
、
職
員
給
与
の
見

直
し
な
ど
の
具
体
的
な
取
り
組
み
方

針
を
盛
り
込
ん
だ
、「
行
政
改
革
大
綱

の
素
案
」
を
作
成
し
て
公
表
し
、
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
す
る

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」（
※
）

を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
意
見
の
概
要

や
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な

ど
は
、
個
人
情
報
を
除
い
て
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
意
見
を
も
と
に
、
来
年

１
月
　
日
の「
行
政
改
革
推
進
委
員

15

会
」
で
は
、
項
目
の
追
加
や
内
容
の

充
実
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
同
日
に
答

申
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
市
で
は
、
答
申
に
基
づ

い
て
「
行
政
改
革
大
綱
」
を
改
訂
し
、

具
体
的
な
実
施
時
期
を
定
め
た
実
施

計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
な
る
行
政
改

革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 よよりり一一層層
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

 
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上上
をを
め
ざ
し

め
ざ
し

　
「
行
政
改
革
大

「
行
政
改
革
大
綱綱
」見
直
し

」見
直
し
にに
ご
意
見

ご
意
見
をを

　
　
　
　
～～
　
月月
　
日
か
ら

日
か
ら「「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続続
」」で
募
集
～

で
募
集
～
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2525



許

　
市
で
は
、
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
確

実
に
お
届
け
す
る
た
め
、
配
水
管
の

敷
設
工
事
や
、
各
施
設
の
維
持
管
理

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
上
花
輪
浄
水
場
の
運
転
管

理
や
、
料
金
収
納
業
務
の
委
託
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
、
野
田
市
駅
前
に
「
水
道

部
お
客
様
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

窓
口
業
務
の
委
託
を
行
う
な
ど
、
徹

底
し
た
行
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
業

務
の
効
率
化
を
進
め
、
平
成
９
年
度

か
ら
現
在
の
料
金
を
維
持
し
、
運
営

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
市
で
は
、
よ
り
健
全
な
水

道
料
金
と
す
る
た
め
、
水
道
事
業
財

政
計
画
を
３
年
ご

と
に
見
直
し
て
い

ま
す
。

　
　
年
度
か
ら
の

21
３
年
間
の
次
期
財

政
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、　10

月
　
日
に
、「
野
田

16
市
水
道
事
業
運
営

審
議
会
（
飯
塚
孝

典
会
長
）」に
諮
問

を
し
ま
し
た
。

　
同
月
　
日
に
、

23

同
審
議
会
か
ら
市

長
に
対
し
、「
上
花

輪
浄
水
場
が
、
建

築
後
　
年
を
経
過

43

し
て
い
る
た
め
、

改
築
費
用
の
財
源

■１か月あたりの料金体系（現行と改定案） （消費税抜き）

　
市
で
は
、水
道
事
業
を
よ
り
健
全
な
運
営
と
す
る
た
め
、行
政
改
革

を
進
め
る
一
方
で
、次
期
水
道
事
業
財
政
計
画
を
、「
野
田
市
水
道
事

業
運
営
審
議
会
」に
諮
問
し
、　
月
　
日
に
、「
上
花
輪
浄
水
場
の
改
築

10

23

費
用
を
確
保
し
た
う
え
で
、北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
へ
支
払
う
水

の
購
入
費
用
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、料
金
を
平
均
７
・
３
パ
ー
セ
ン
ト

引
き
下
げ
る
」答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。市
で
は
、答
申
を
踏
ま
え
、

　
月
定
例
市
議
会
に
条
例
の
改
正
議
案
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

12

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た

う
え
で
、「
水
源
供
給
元
で
あ
る
北
千

葉
広
域
水
道
企
業
団
へ
支
払
う
水
の

購
入
費
用
の
減
額
や
、
借
入
金
の
早

期
返
済
に
よ
り
利
子
分
が
軽
減
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
平
均
７
・
３
パ
ー
セ

ン
ト
の
引
き
下
げ
が
適
当
」
と
の
答

申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
答
申
の
料
金
表
で
試
算（
消
費
税
込

み
）す
る
と
、平
均
的
な
一
般
家
庭
で

使
用
し
て
い
る
口
径
　
ミ
リ
で
、
毎

13

月
　
立
方
メ
ー
ト
ル
使
用
し
た
場
合

20
で
、現
行
は
１
か
月
２
千
　
円
か
ら
、

887

改
定
後
は
２
千
　
円
と
　
円
下
が
り
、

656

231

年
間
で
２
千
　
円
安
く
な
り
ま
す
。

772

　
ま
た
、口
径
　
ミ
リ
の
場
合
で
は
、

20

毎
月
　
立
法
メ
ー
ト
ル
使
用
す
る
と

25

現
行
は
４
千
　
円
で
す
が
、
改
定
後

331

は
３
千
　
円
と
　
円
下
が
り
、
年
間

990

341

で
は
４
千
　
円
安
く
な
り
ま
す
。

92

　
市
で
は
、
答
申
を
踏
ま
え
て
、
水

道
料
金
見
直
し
に
係
わ
る
野
田
市
水

道
事
業
給
水
条
例
の
改
正
議
案
を
、

本
年
　
月
議
会
に
上
程
す
る
準
備
を

12

進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
料
金
改
定
の
詳
細
は
、
引

き
続
き
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
水
道
部
☎
７
１
２
４
 

５
１
４
５

－

■家庭用の主な水量における１か月あたりの料金比較
（消費税抜き）口径１３ｍｍ

口径２０ｍｍ （消費税抜き）

改
正
議
案
を
　
月
議
会
へ

１２

必
要
財
源
を
確
保
し
料
金
改
定
を

従量料金（円・1㎥につき）基本料金（円）

１０１㎥～４１～１００㎥２１～４０㎥１１～２０㎥１～１０㎥
改定
案現行給水管

の口径 改定
案現行改定

案現行改定
案現行改定

案現行改定
案現行

３２５３５０２６５２８５１８０１９５１０５１１５－－

１,４８０１,６００１３mm

１,８５０２,０００２０mm

２,２３０２,４００２５mm

３２５３５０２６５２８５１８０１９５１０５１１５９５１００

３,６２０３,９００４０mm

５,４７０５,９００５０mm

１１,６８０１２,６００７５mm

１９,１９０２０,７００１００mm

４０,７００４３,９００１５０mm

５５,９９０６０,４００２００mm

現行１００　／　改定案９５口径別による公衆浴場用

現行４６０　／　改定案４２５臨時用

改定案（円）
年間値下げ額

水道料金（円）
水道水使用量

改定案（現行との値下げ額）現行

１,４４０１,４８０ （１２０）１,６００１０㎥

２,０４０２,００５ （１７０）２,１７５１５㎥

２,６４０２,５３０ （２２０）２,７５０２０㎥

３,５４０３,４３０ （２９５）３,７２５２５㎥

改定案（円）
年間値下げ額

水道料金（円）
水道水使用量

改定案（現行との値下げ額）現行

１,８００１,８５０ （１５０）２,０００１０㎥

２,４００２,３７５ （２００）２,５７５１５㎥

３,０００２,９００ （２５０）３,１５０２０㎥

３,９００３,８００ （３２５）４,１２５２５㎥

 水
道
料

水
道
料
金金
のの
見
直
し

見
直
し
でで

　
 　
一一
　
般般

家
庭
家
庭
でで

約
８
パ
ー
セ
ン
ト
値
下

 
約
８
パ
ー
セ
ン
ト
値
下
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へへ

　
　
　
　
      ～～
野
田
市
水
道
事
業
運
営
審
議
会
か
ら
答
申

野
田
市
水
道
事
業
運
営
審
議
会
か
ら
答
申
～～



　
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
は
、
野
菜

く
ず
や
包
装
紙
、
レ
ジ
袋
、
空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ご
み
や
資
源
が
毎
日
出
て
き
ま
す
。

　
多
種
多
様
な
ご
み
の
処
理
に
は
、費

用
が
か
か
る
こ
と
や
、市
内
に
最
終
処

分
場
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、市
で
は
、

平
成
７
年
度
か
ら
指
定
ご
み
袋
制
度

の
導
入
や
分
別
の
徹
底
、集
団
資
源
回

収
の
促
進
な
ど
、ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

を
改
正
し
、市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
、「
ご
み
成
長
ゼ
ロ
」を
目
指

し
、ご
み
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
結
果
、昨
年
度
に
は
、皆
さ
ん
か
ら

収
集
し
た
ご
み
と
、処
理
施
設
に
持
ち

込
ま
れ
た
ご
み
の
総
排
出
量
が
３
万

７
千
　
・
　
ト
ン
で
、一
人
当
た
り
の

524
70

ご
み
排
出
量
は
　・
　
グ
ラ
ム
と
な
り
、

656
87

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
改
正
し
た
平
成

７
年
度
の
一
人
当
た
り
　
・
　
グ
ラ
ム

704
01

と
比
較
す
る
と
　・
　
グ
ラ
ム
減
量
し
、

47
14

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
努
力
の
積
み

重
ね
で
、ル
ー
ル
改
正
以
来
、最
も
少

な
い
排
出
量
と
な
り
ま
し
た
。

塗
料
や
薬
品
の
処
分
は
注
意
を

　
ご
み
減
量
の
基
本
は
、
徹
底
し
た

サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
雨
天

時
に
は
、
必
ず
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
は
不
燃
ご
み

　
ふ
た
を
必
ず
は
ず
し
、
中
を
水
で

す
す
い
で
か
ら
、潰
し
て
出
し
ま
す
。

外
装
フ
ィ
ル
ム
を
は
が
す
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
回
収
袋
に
入
れ
る
際
に

は
、ビ
ン
や
缶
が
混
入
し
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ふ
た
を
付
け
た
ま
ま
出
さ

れ
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
ふ

た
は
不
燃
ご
み
で
す
の
で
、
間
違
え

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
紙
類
は
ひ
も
で
縛
っ
て

　
金
属
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
付
い
て

い
な
い
か
確
認
の
う
え
、種
類
ご
と
に

分
別
し
て
、ひ
も
で
十
文
字
に
縛
っ
て

出
し
ま
す
。名
刺
や
カ
ー
ド
な
ど
の
小

さ
な
紙
は
、ば
ら
ば
ら
に
な
ら
な
い
よ

う
紙
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、カ
ー
ボ
ン
紙
、感
熱
紙
、油
汚

れ
の
紙
、石
鹸
や
線
香
な
ど
の
に
お
い

の
付
い
た
紙
、ビ
ニ
ー
ル
加
工
さ
れ
た

紙
は
、資
源
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

距

分
別
で
す
。
家
庭
内
で
不
用
に
な
っ

た
も
の
を
、
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
る

前
に
、ま
ず
不
用
物
の
素
材
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、資
源
回
収
の
対
象
品
で
な
い
か

な
ど
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
近
、
指
定
ご
み
袋
の
中
に
、
化

学
薬
品
と
思
わ
れ
る
も
の
が
混
じ
っ

た
ま
ま
、
集
積
所
に
出
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
化
学
薬
品
が
混
入
し
た
ご
み
は
、

収
集
中
の
発
火
の
原
因
と
な
る
ほ
か
、

不
燃
物
処
理
施
設
で
の
破
砕
や
作
業

員
の
選
別
作
業
中
に
、
作
業
員
が
刺

激
臭
や
目
に
強
い
刺
激
を
受
け
る
な

ど
の
異
常
を
感
じ
、
作
業
を
中
断
す

る
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

発
泡
ト
レ
イ
や
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
、 

資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
を

回
収
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
出
し
て
い
た
だ
く
資
源

の
中
に
は
、
ル
ー
ル
の
守
ら
れ
て
い

な
い
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
回

収
業
者
か
ら
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す

の
で
、次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
衣
類
は
洗
濯
し
て
か
ら

　
資
源
と
な
る
繊
維
類
の
中
で
も
、

特
に
衣
類
は
、古
着
と
し
て
再
商
品
化

で
き
る
か
が
、目
安
に
な
り
ま
す
。ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、基
本
的
に
は
洗
っ
て
、自
分

が
使
え
る
状
態
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど
の
装

飾
品
は
取
り
除
か
ず
、
ス
ー
ツ
な
ど

上
下
セ
ッ
ト
の
も
の
な
ど
は
、
セ
ッ

ト
の
ま
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
濡
れ
て
い
る
も
の
は
、
リ

不
法
投
棄
は「
犯
罪
行
為
」で
す

　
ご
み
の
不
法
投
棄
は
、地
域
の
景
観

を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
自
然
環
境

の
破
壊
に
も
つ
な
が
る
、
絶
対
に
許

す
こ
と
の
で
き
な
い
犯
罪
行
為
で
す
。

　
廃
棄
物
処
理
法
で
は
、不
法
投
棄
の

罰
則
を
、「
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く

は
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、又
は

こ
れ
を
併
科
す
る
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
目
に
つ
き
に
く
い
か

ら
、ご
み
が
捨
て
て
あ
る
か
ら
な
ど
の

理
由
で
、市
内
の
山
林
・
農
地
・
道
路
・

水
路
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、ご

み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
不
法
投
棄
を
防
止
す
る

た
め
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
を
中

心
と
し
た
通
報
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は

じ
め
、委
託
業
者
に
よ
る
巡
回
、　
時
24

間
電
話
通
報
制
度
、
関
係
地
権
者
へ

の
草
刈
り
や
防
護
柵
の
設
置
な
ど
土

地
管
理
の
強
化
要
請
、
不
法
投
棄
防

止
看
板
の
設
置
、
さ
ら
に
は
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
、野
田
警

察
署
、清
掃
第
一
課
、関
宿
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
清
掃
第
一
課
☎
７
１
３

８
 
１
０
０
１
、
関
宿
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
☎
７
１
９
６
 
０
０
２
２
、

資
源
回
収
の
こ
と
は
清
掃
計
画
課

－

－

 ご
み
出
し
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

 　
　
   「
薬
品
類
」は
取
扱
店
に
相
談
を

　
今
ま
で
は
大
事
に
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、非
常
に
危
険
で
す
。残
っ
た

薬
品
や
塗
料
の
処
分
は
、購
入
し
た
お

店
や
製
造
元
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

資
源
の
出
し
方
を
再
確
認

　
資
源
回
収
は
、
ご
み
の
減
量
は
も

ち
ろ
ん
、次
の
世
代
に
よ
り
良
い
環
境

を
残
す
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
、集
団
資
源
回
収
の
ほ
か
に

も
、市
内
の
店
舗
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

雨の日は透明なビニール袋雨の日は透明なビニール袋にに

ふたを取ることを忘れずふたを取ることを忘れずにに

名刺などは紙袋に名刺などは紙袋に入入れてれて



 

　
市
で
は
年
２
回
、
一
般
会
計
な
ど

の
収
支
具
合
で
あ
る
財
政
事
情
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
上
半

20

期
（
４
月
～
９
月
）
の
内
容
は
表
の

と
お
り
で
す
。

　
４
月
１
日
号
の
市
報
で
お
知
ら
せ

し
た
一
般
会
計
予
算
は
、
土
木
費
や

衛
生
費
な
ど
が
補
正
さ
れ
、
当
初
に

比
べ
１
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
　
億
４２８

７
千
　
万
３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

２１６

　
上
半
期
の
執
行
状
況
は
、
歳
入
が

市
税
な
ど
　
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
の
収

45

入
済
み
で
、
歳
出
は
　
・
9
パ
ー
セ

34

ン
ト
の
支
出
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

な
ど
特
別
会
計
予
算
総
額
は
、補
正
に

よ
り
0
・
　
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
　
億
６

06

296

千
　
万
７
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

878
【
問
合
せ
】
財
政
課

鋸

平
成
　
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
か
ら
９
月
　
日
ま
で
）

20

30

　
市
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ



配
偶
配
偶
者者
か
ら
か
ら
のの
暴
力
暴
力

ひ
と
ひ
と
りり
でで
悩
ま
ず
相

悩
ま
ず
相
談談
をを

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

ま
め
バ
ス
チ
ョ
ロ
Ｑ
販
売
店
募
集

　
毎
年
　
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
は
、

11

12

25

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
で
す
。

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
女
性
に

対
す
る
暴
力
や
、セ
ク
ハ
ラ
 、ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
は
、女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、男
女
共

同
参
画
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
う
え

で
、克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　
運
動
で
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

の
根
底
に
は
、
人
権
軽
視
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
女
性
の
人
権
尊
重
の
た
め

の
意
識
啓
発
や
教
育
の
充
実
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
運
動
期
間
中
、
全
国
一
斉
に
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◆
千
葉
県
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
＝
☎
０
５
７
０
 
０
７
０
 
８
１

－

－

０
（
　
月
　
日
月
～
　
日
金
は
８
時

１１

１７

２１

　
分
～
　
時
、　
日
土
・
　
日
日
は

３０

１９

２２

２３

　
時
～
　
時
）

１０

１７

 　
ま
た
、
市
で
は
、
配
偶
者
か
ら
の

女
性
に
対
す
る
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）に
苦
し

む
被
害
女
性
を
支
援
す
る
た
め
、
平

　
 還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
を

　
「
保
健
セ
ン
タ
ー
」
や
「
国
保

年
金
課
」
な
ど
の
市
職
員
や
、
社

会
保
険
事
務
所
の
職
員
を
装
い
、

「
保
険
料
の
還
付
金
が
あ
る
」、

「
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
る
」
な

ど
と
電
話
で
話
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
預
け
払
い
機
）
を
操
作
さ

せ
、
口
座
か
ら
現
金
を
振
り
込
ま

せ
る
、
還
付
金
詐
欺
が
全
国
で
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
も
、
不
審
な
電
話
が
あ

っ
た
と
の
情
報
が
、
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
な
ど
の
行
政
機
関
が
、

還
付
金
な
ど
の
受
け
取
り
の
た
め

に
金
融
機
関
な
ど
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
警
察
署
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】
野
田
警
察
署
☎
７
１

２
５
 
０
１
１
０

－

漁

成
　
年
に
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

14
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）総
合
対
策
大
綱
」

を
策
定
し
、
シ
ェ
ル
タ
ー
（
緊
急
一

時
保
護
施
設
）の
設
置
や
、市
独
自
の

「
緊
急
生
活
支
援
資
金
」
の
助
成
な

ど
、
Ｄ
Ｖ
被
害
女
性
に
対
す
る
自
立

支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
１
月
　
日
に
は
、
国
の

11

「
改
正
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
の
施
行
日
に

合
わ
せ
、「
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」機
能
を
追
加
し
た
う
え
で
、

今
ま
で
市
が
実
施
し
て
き
た
Ｄ
Ｖ
対

策
を
取
り
ま
と
め
た
「
第
２
次
Ｄ
Ｖ

総
合
対
策
大
綱
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
同
法
に
基
づ
き
、
大
綱

を
「
市
町
村
基
本
計
画
」
に
位
置
づ

け
る
と
と
も
に
、「
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
被
害
者
の
安

全
確
保
や
自
立
支
援
策
を
活
用
す
る

際
に
役
立
つ
「
相
談
証
明
」
の
発
行

も
始
め
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｖ
は
家
庭
内
で
起
こ
る
た
め
、

他
人
に
相
談
で
き
な
い
女
性
が
多
い

で
す
が
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
、
Ｄ
Ｖ
相
談
受
付
専
用
電
話
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
Ｄ
Ｖ
相
談
受
付
専
用
電
話
＝
☎
７

１
２
５
 
９
１
１
９
（
月
～
金
、
８

時
　
分
～
　
時
　
分
）

３０

１７

１５

【
問
合
せ
】
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
の
こ
と
は
人
権
施
策
推
進
課
、Ｄ

Ｖ
相
談
の
こ
と
は
男
女
共
同
参
画
課

－

敵
な
江
戸
し
ぐ
さ
」
と
題
し
た
講
演

◆
野
田
市
子
ど
も
人
権
作
品
展

【
日
時
】　
月
２
日
鍾
～
８
日
鉦
９

12

時
～
　
時
（
最
終
日
は
　
時
ま
で
）

19

15

【
場
所
】
市
役
所
１
階
ふ
れ
あ
い
ギ

ャ
ラ
リ
ー

【
内
容
】
市
内
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
に
よ
る
人
権
に
関
す
る
ポ
ス
タ

ー
や
標
語
な
ど
の
作
品
を
展
示

【
問
合
せ
】
人
権
週
間
記
念
講
演
会

の
こ
と
は
人
権
施
策
推
進
課
、
子
ど

も
人
権
作
品
展
の
こ
と
は
指
導
課

　
　
月
４
日
か
ら
　
日
ま
で
の
「
人

12

10

権
週
間
」
に
ち
な
み
、
市
で
は
、
人

権
意
識
の
普
及
と
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

や
偏
見
を
な
く
す
た
め
に
、「
人
権
週

間
記
念
講
演
会
」
と
「
子
ど
も
人
権

作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
人
権
週
間
記
念
講
演
会

【
日
時
】　
月
７
日
醤
　
時
　
分
～

12

13

30

　
時
15【

場
所
】
市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
内
容
】
越
川
 禮
子
 氏
（
 
江
戸
し

れ
い
こ

ぐ
さ
理
事
長
）
に
よ
る
「
い
き
で
素

人
権
週
間
で
講
演
会
と
作
品
展

　
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
「
ま
め
バ
ス
」

が
、
来
年
の
1
月
に
運
行
５
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　
市
で
は
、日
ご
ろ
の
ご
利
用
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、運
行
５
周
年
を
記
念

し
て
、平
成
　
年
１
月
９
日
か
ら
、「
ま

21

め
バ
ス
チ
ョ
ロ
Ｑ
」を
販
売
し
ま
す
。

　
「
ま
め
バ
ス
チ
ョ
ロ
Ｑ
」の
販
売
は
、

市
の
窓
口
の
ほ
か
に
、
野
田
商
工
会

か
ら
、
チ
ョ
ロ
Ｑ
を
販
売
し
て
い
た

だ
け
る
商
店
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
市
内
に
店
舗
を
持
つ
個

人
ま
た
は
法
人

【
販
売
開
始
日
】
平
成
　
年
１
月
９

21

日
鞘
か
ら

【
取
引
形
態
】
引
き
受
け
は
　
個
単

50

位
と
し
、
所
定
の
価
格
で
買
取
、
販

売
（
販
売
予
定
価
格
は
1
個
　
円
）

700

【
応
募
方
法
】
野
田
商
工
会
議
所
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、　
月
　
日
鉦
～
　
日
鞘

11

17

28

（
上
・
醤
・
□祝 
は
除
く
）に
同
会
議
所
へ

【
問
合
せ
】
販
売
の
こ
と
は
企
画
調

整
課
、販
売
店
募
集
の
こ
と
は
野
田
商

工
会
議
所
☎
７
１
２
２
 
３
５
８
５

－

議
所
、
野
田
市

関
宿
商
工
会
の

ご
協
力
に
よ
り
、

市
内
の
商
店
で

の
販
売
を
予
定

し
て
い
る
こ
と

初代がチョロＱ初代がチョロＱにに



禦

講
座
・
教
室

◆
墨
絵
年
賀
状
講
座
　
　
月
　
日
障

11

27

は
 丑
 、　
月
５
日
鞘
は
バ
ッ
パ
カ
獅

う
し

12

子
舞
を
題
材
に
。
い
ず
れ
も
　
時
　

13

30

分
～
　
時
　
分
野
田
公
民
館
で
。
各

15

30

回
先
着
　
人
。
材
料
費
な
ど
千
円
。

15

事
前
に
ブ
ル
ッ
ケ
☎
　
 
６
５
８
０

080

 
６
２
９
４
へ

◆
思
春
期
教
育
講
演
会
「
中
学
生
の

生
と
性
、
も
っ
と
大
切
に
も
っ
と
幸

せ
に
」　
　
月
　
日
障
　
時
　
分
～

11

27

13

50

　
時
　
分
第
一
中
学
校
体
育
館
で
。

15

20

先
着
　
人
。
上
履
き
、
靴
入
れ
を
持

30

参
。
手
話
通
訳
あ
り
。
事
前
に
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
１
１
８
８

か
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
９
８

 
５
０
１
１
へ

◆
野
田
産
米
で
太
巻
き
寿
司
づ
く
り

　
　
月
５
日
鞘
、　
日
鞘
の
　
時
～

12

12

10

　
時
　
分
東
葛
飾
地
域
農
林
業
セ
ン

14

30

タ
ー
で
。
市
民
。
各
回
　
人（
抽
選
、

25

未
受
講
者
優
先
）。
材
料
費
　
円
。　

800

11

月
　
日
鍾
　
時
ま
で
に
農
政
課
内
野

25

17

田
市
農
産
物
消
費
拡
大
推
進
協
議
会

事
務
局
へ

◆
野
田
市
少
年
野
球
教
室
　
　
月
７

12

日
醤
　
時
～
　
時
総
合
公
園
野
球
場

10

16

－

－

－

－

で
。（
雨
天
の
場
合
は
同
園
体
育
館
）

で
。
金
光
興
二
氏
（
法
政
大
学
野
球

部
監
督
）
と
同
校
野
球
部
員
に
よ
る

模
範
演
技
と
実
技
指
導
。
市
民
や
市

内
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
選
手
、
指
導

者
。　
月
　
日
鞘
ま
で
に
青
少
年
課

11

28

か
堀
江
☎
７
１
２
３
 
６
３
６
２

（
夜
間
・
上
・
醤
・
□祝 
）へ

◆
野
田
公
民
館
で
成
人
パ
ソ
コ
ン
教

室
な
ど
　
①
エ
ク
セ
ル
で
カ
レ
ン
ダ

ー
作
り
…
　
月
９
日
～
　
日
の
毎
週

12

19

鍾
鞘
。全
４
回
。②
パ
ソ
コ
ン
で
確
定

申
告
…
　
月
　
日
障
。
い
ず
れ
も
　

12

11

10

時
～
正
午
野
田
公
民
館
で
。　
歳
以

20

上
の
市
民
で
簡
単
な
文
章
入
力
の
で

き
る
方
。　
人（
抽
選
）。①
の
み
テ
キ

20

ス
ト
代
　
円
。　
月
　
日
障
必
着
で

500

11

27

往
復
は
が
き（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎

を
明
記
）か
返
信
用
は
が
き
持
参
で
〒

　
 
０
０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田

278

168

公
民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

◆
野
田
市
史
集
中
講
座
「
江
戸
時
代

の
関
宿
藩
と
商
人
」
　
　
月
　
日
上

12

13

　
時
　
分
～
　
時
　
分
市
役
所
８
階

13

30

16

15

大
会
議
室
で
。
十
代
に
わ
た
り
関
宿

藩
を
治
め
た
久
世
家
の
家
臣
団
や
豪

商
喜
多
村
家
の
解
説
。先
着
　
人
。当

250

日
会
場
受
付
。
問
市
史
編
さ
ん
担
当

－

－

－

－

◆
市
民
講
座
「
な
る
ほ
ど
納
得
～
裁

判
員
制
度
の
す
べ
て
」
　
　
月
　
日

12

13

上
　
時
　
分
～
　
時
　
分
興
風
会
館

13

30

16

30

で
。
千
葉
地
方
検
察
庁
検
察
官
に
よ

る
講
演
な
ど
。　
歳
以
上
の
市
民
。

20

先
着
　
人
。
当
日
会
場
受
付
。
問
田

60

中
☎
７
１
２
９
 
６
８
７
３

◆
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
　
　
年
21

２
月
４
日
鐘
午
前
は
給
油
取
扱
所
、

午
後
は
一
般
、
５
日
障
は
午
前
の
み

一
般
の
講
習
。
い
ず
れ
も
千
葉
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
。
受
講
手
数
料
４
千

　
円
（
千
葉
県
収
入
証
紙
で
納
付
）。

700　
月
１
日
鉦
～
５
日
鞘
の
９
時
～
　

12

17

時
に
消
防
本
部
予
防
課
☎
７
１
２
４

 
０
１
１
４
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
野
田
写
友
会
写
真
展
　
　
月
　
日

11

19

鐘
～
　
日
鐘
９
時
～
　
時
（
初
日
は

26

17

正
午
か
ら
、
最
終
日
は
　
時
ま
で
）

15

市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。

全
紙
約
　
点
。
問
堀
越
☎
７
１
２
４

24

 
８
４
５
１

◆
あ
す
な
ろ
職
業
指
導
所
製
品
販
売

会
　
　
月
　
日
鐘
　
時
～
　
時
シ
ョ

11

19

10

15

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ノ
ア
店
・
時
計

の
広
場
で
。
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
、
織

物
製
品
な
ど
。
問
あ
す
な
ろ
職
業
指

導
所
☎
７
１
２
４
 
７
３
０
７

◆
油
絵
北
斗
の
会
展
　
　
月
　
日
鍾

11

25

～
　
日
醤
　
時
～
　
時
（
最
終
日
は

30

10

17
－

－－

－

　
時
ま
で
）興
風
会
館
で
。
約
　
点
。

15

40

問
大
石
☎
７
１
３
８
 
３
６
５
５

◆
下
根
獅
子
舞
と
棒
剣
術
　
　
月
　

11

23

日
醤
　
時
～
正
午
下
根
香
取
神
社

10

（
木
間
ケ
瀬
）
で
。
棒
術
や
剣
術
、

独
特
の
リ
ズ
ム
を
奏
で
る
笛
の
音
色

に
あ
わ
せ
た
３
匹

の
獅
子
舞
な
ど
。

市
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
。
問
社
会

教
育
課

◆
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
エ
ン
ジ

ェ
ル
キ
ッ
ズ
」　
　
月
　
日
鐘
　
時

11

26

10

　
分
～
　
時
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

30

11

館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
絵
本
や
紙

芝
居
の
読
み
聞
か
せ
。当
日
会
場
受
付
。

問
吉
田
☎
７
１
２
４
 
０
１
０
３

◆
福
田
の
森
フ
ェ
ス
タ
　
　
月
　
日

11

26

鐘
　
時
　
分
～
　
時
　
分
福
田
第
二

13

30

15

15

小
学
校
体
育
館
で
。
太
鼓
や
落
語
な

ど
。
上
履
き
持
参
。
問
戸
向
☎
７
１

３
８
 
０
３
３
６

◆
戦
争
か
た
り
べ
の
会
　
　
月
　
日

11

26

鐘
　
時
　
分
～
　
時
中
央
公
民
館

13

30

16

で
。
戦
争
体
験
者
の
話
を
聞
く
。
先

着
　
人
。
当
日
会
場
受
付
。
問
日
佐

50
戸
☎
７
１
２
２
 
１
４
１
８

◆
野
田
市
合
唱
連
盟
・
合
唱
祭
　
　11

月
　
日
醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分
文

30

12

30

16

30

化
会
館
で
。　
団
体
に
よ
る
発
表
。

16

当
日
会
場
受
付
。
問
矢
野
☎
７
１
２

５
 
１
０
６
６

－－

－

－

－

◆
童
謡
の
会
　
　
月
　
日
醤
　
時
　

11

30

13

30

分
～
　
時
　
分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン

15

30

ス
ホ
ー
ル
で
。「
野
菊
」や「
た
き
び
」な

ど
を
み
ん
な
で
歌
う
。
楽
譜
が
必
要

な
方
の
み
　
円
。
当
日
会
場
受
付
。

300

問
清
水
☎
７
１
２
２
 
３
９
５
１

◆
寺
子
屋
講
座
　
　
月
７
日
醤
　
時

12

13

　
分
～
　
時
　
分
市
民
会
館
で
。 石
 
い
し

30

15

30

 塚
  次
  生
 氏
（
千
葉
県
和
菓
子
技
能
士

づ
か
 つ
ぎ
 お

会
理
事
）
に
よ
る
「
和
菓
子
職
人
の

生
き
様
」
と
題
し
た
仕
事
人
講
話
。

先
着
　
人
。
費
用
一
般
　
円
、
学
生

20

500

　
円
、
５
歳
～
小
学
生
　
円
。
事
前

250

100

に
 
野
田
文
化
広
場
☎
７
１
２
４
 

６
８
５
１
へ

◆
文
化
会
館
自
主
事
業
「
日
本
太
鼓

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」　
　
月
７
日
醤

12

　
時
か
ら
文
化
会
館
（
☎
７
１
２
４

14 
１
５
５
５
）で
。
Ｓ
席
３
千
　
円
、

500

Ａ
席
２
千
　
円
。
前
売
り
は
文
化
会

500

館
、
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
総
合
カ
ウ
ン

タ
ー
、ジ
ャ
ス
コ
ノ
ア
店
、ブ
ッ
ク
ス

エ
ン
ド
ウ
川
間
店
・
関
宿
店
、
い
な

げ
や
野
田
み
ず
き
店
、
お
茶
の
あ
ら

き
園（
茨
城
県
坂
東
市
）で
発
売
中

◆
野
田
市
音
楽
を
楽
し
む
会
・
　
周
20

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
月
７
日
醤

12

　
時
～
　
時
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー

14

16

ル
で
。「
３
本
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
為

の
三
重
奏
曲
」
や
「
ふ
る
さ
と
の
四

季
」な
ど
の
演
奏
。
当
日
会
場
受
付
。

問
辺
見
☎
７
１
２
４
 
０
９
９
１

－

－

－

－
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◎社会福祉施設整備基金に…諮２００万円＝
音頭金属株式会社代表取締役社長音頭則
靖様諮１０万円＝株式会社日本総合開発代表
取締役伊藤巖様諮８３，０００円＝野田市建築業
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衆会若頭古谷広行様諮２５，６００円＝第２０回野
田市手づくりフェスティバル実行委員会様

募
　
集

◆
植
樹
・
補
植
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

　
月
　
日
醤
　
時
清
水
公
園
西
側
第

11

23

10

３
駐
車
場
集
合
。
正
午
解
散
。
雨
天

決
行
。
総
合
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

パ
ー
ク
の
植
樹
と
清
水
公
園
西
側
の

座
生
川
沿
い
の
補
植
。
ス
コ
ッ
プ
や

長
靴
、
軍
手
、
雨
具
な
ど
を
持
参
し
、

当
日
集
合
場
所
へ
。
問
み
ど
り
の
課

◆
自
由
市（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）　

　
月
　
日
上
　
時
～
　
時
東
京
ベ
イ

12

13

10

15

信
用
金
庫
野
田
支
店
駐
車
場
で
（
雨

天
中
止
）。
募
集
　
区
画
（
抽
選
、
未

45

成
年
者
の
み
の
出
店
は
不
可
）。出
店

料
千
円
。　
月
　
日
鞘
必
着
で
往
復

11

28

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
・

出
店
品
目
を
明
記
し
、
〒
　
 
８
５

278

５
０
野
田
市
役
所
商
工
課
へ

◆
こ
と
ば
相
談
室
指
導
員
　
勤
務
日

は
鉦
～
鞘
の
９
時
～
　
時
。
勤
務
場

17

所
は
野
田
こ
と
ば
相
談
室
。
児
童
の

言
語
指
導
や
訓
練
の
技
能
を
お
持
ち

の
方
。
お
お
む
ね
　
歳
位
ま
で
。
履

60

歴
書
持
参
で
本
人
が
児
童
家
庭
課
へ

◆
保
育
所
の
臨
時
職
員
登
録
者
　
①

臨
時
保
育
士
②
夕
方
勤
務
保
育
指
導

員
③
調
理
員
補
助
④
看
護
師
。
勤
務

場
所
は
市
内
保
育
所
（
あ
た
ご
・
南

部
・
尾
崎
・
古
布
内
保
育
所
を
除
く
）。

①
は
要
保
育
士
資
格
、
④
は
要
看
護

－

師
資
格
。い
ず
れ
も
有
給
休
暇
あ
り
、

通
勤
手
当
支
給
。
①
③
の
み
社
会
保

険
加
入
。
曜
日
や
時
間
な
ど
の
詳
細

は
児
童
家
庭
課
へ

◆
統
計
調
査
員
の
登
録
者
　
各
種
調

査
で
世
帯
や
事
業
所
を
訪
問
し
、
調

査
票
の
配
布
・
取
集
な
ど
。　
歳
以
上

20

の
市
民
。報
酬
あ
り
。問
行
政
管
理
課

◆
小
中
学
校
臨
時
職
員
の
事
前
登
録

者
　
①
少
人
数
授
業
等
講
師
②
特
別

支
援
学
級
介
助
員
③
音
楽
非
常
勤
講

師
④
理
科
指
導
助
手
。
①
②
④
は
要

教
員
免
許
状
。
③
は
要
中
学
校
音
楽

の
教
員
免
許
状
。
い
ず
れ
も
有
給
休

暇
あ
り
。
通
勤
手
当
支
給
。
社
会
保

険
加
入
は
勤
務
時
間
に
よ
る
。
平
成

　
年
４
月
１
日
以
降
、
欠
員
分
を
採

21用
。
曜
日
や
時
間
な
ど
の
詳
細
は
学

校
教
育
課
へ

相
談
・
そ
の
他

◆
狩
猟
解
禁
　
期
間
は
　
月
　
日
上

11

15

～
　
年
２
月
　
日
醤
。
目
立
つ
服
を

21

15

着
る
な
ど
、
安
全
な
狩
猟
の
心
が
け

を
。
問
千
葉
県
自
然
保
護
課
☎
　043

（
　
）２
９
７
２

223◆
野
田
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画
推
進
等
委
員
会
の
傍

聴
　
　
月
　
日
鞘
　
時
　
分
か
ら
市

11

21

13

30

役
所
８
階
大
会
議
室
で
。先
着
　
人
。

10

　
時
か
ら
受
付
。
問
高
齢
者
福
祉
課

13◆
わ
が
家
の
耐
震
相
談
会
　
　
月
　

11

30

日
醤
　
時
～
　
時
　
分
中
央
公
民
館

13

16

40

で
。　
時
か
ら
耐
震
診
断
の
改
修
事

13

例
の
講
演
、　
時
　
分
か
ら
昭
和
　

14

40

56

年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
相
談
。
相
談
希
望
の
方
は
事
前

に
電
話
で
建
築
指
導
課
へ

◆
住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力
を
　

国
土
交
通
省
が
抽
出
し
た
世
帯
に
　12

月
１
日
現
在
で
実
施
。　
月
下
旬
か

11

ら
顔
写
真
入
り
の「
調
査
員
証
」を
携

行
し
た
調
査
員
が
調
査
票
の
配
布
・

回
収
に
訪
問
。
問
建
築
指
導
課

◆
野
田
失
語
症
訓
練
・
相
談
会
　
　12

月
１
日
鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中

13

30

15

30

央
公
民
館
で
。
失
語
症
の
本
人
と
家

族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７

１
２
９
 
１
６
５
５

◆
無
料
口
腔
ガ
ン
検
診
　
　
月
７
日

12

醤
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。　
月
　
日
鍾

11

25

必
着
で
フ
ァ
ク
ス
か
往
復
は
が
き
で

（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
☎
・

「
口
腔
ガ
ン
検
診
希
望
」
を
明
記
）

で
〒
　
 
０
０
０
３
鶴
奉
７
 
４
保
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健
セ
ン
タ
ー
内
「
野
田
市
歯
科
医
師

会
」☎
・
思
７
１
２
３
 
１
３
６
１
へ

－－

－

－

◎
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
講
習
会
…
　
月
７
日
日
　
時
か
ら
総
合
公
園
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
で
。高
校
生
以
上
。月
額
使
用
料

１２

１０

市
民
千
　
円
、市
民
以
外
２
千
　
円
。当
日
会
場
受
付
。軟
ら
か
い
靴
や
印
鑑
を
持
参
。問
総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１
２
５
 
１
１
５
５

３６０

４０

－

●●犯●●罪●●発●●生●●件●●数
本年の発生件数：２,２１４件　　前年比（＋６４件）
空き巣　９９件（－２９件）　忍び込み　４９件（－５件）
ひったくり　３５件（＋１件）　自動車盗　５１件（－６１件）
自転車盗　３４６件（＋５７件）　車上狙い　１８９件（－４９件）
その他１,４４５件（＋１５０件）

野田警察署管内（平成２０年１０月３１日現在の暫定件数）

●●交●●通（人身）●●事●●故
本年の発生件数：６６４件　　前年比（＋５件）
死亡者　８人（＋５人）　負傷者　７９１人（－３６人）

野田警察署管内（平成２０年１０月３１日現在）

●●火 ●●災 ●●件 ●●数
１０月の発生件数：４件　　２０年累計（６３件）
建物火災　３件（３３件）　　林野火災　０件（０件）
車両火災　０件（３件）　　そ　の　他　１件（２７件）

◎
青
色
決
算
説
明
会
・
消
費
税
等
説
明
会
…
　
月
４
日
木
　
時
　
分
～
　
時
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。

１２

１３

３０

１６

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
な
ど
。
当
日
会
場
受
付
。
問
柏
税
務
署
☎
７
１
４
６
 
２
３
２
１

－

　市では、発泡トレイや牛乳パック、ア
ルミ缶、電池など、再利用できる資源を
より多く回収しようと、市内の店舗にご
協力をいただき、「ごみ減量協力店」を
設置しています。
　協力店では、品目に応じて資源の回収
や下取りを行ったり、簡易包装を実施し
たり、買い物袋の持参を呼びかけたりし
ています。
　協力店の一覧や資源を出す時の注意点
などは、毎年お配りしている冊子「ごみ
の出し方・資源の出し方」でご確認くだ
さい。
　また、店頭にも、回収している資源の
品目や、実施しているごみ減量の取り組
みの内容を、ステッカーで表示していま
すので、確認していだたき、多くの皆さ
んのご利用をお願いいたします。

ごみ減量協力店のご利用を

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
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市報のだ　第１０３２号　平成２０年１１月１５日号／発行：野田市・☎◯０４ ７１２５－１１１１（内線２３７４）／編集：企画財政部秘書広報課
人口と世帯：人口＝１５６,７３２人／男＝７８,７９５人、女＝７７,９３７人／世帯数６０,１３４世帯 （Ｈ２０．１１．１現在）

 優  希 ちゃん・
ゆう き

 咲  良 ちゃん 
さ ら

（１４.１１.１４生）　（１８.４.２生）
〔堀江洋行・恵理子さん（長女・二女）・堤台〕

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

アパートの入居者が数
か月家賃を払わず、夜

逃げをし、何の連絡もとれ
ない状態になっていますが、
部屋に残されたものは家主
が処分して、次の人に部屋
を貸しても良いでしょうか。
家賃不払いで夜逃げを
した場合でも、借主の所

有物を勝手に処分した場合、
後日民事・刑事の責任を問わ
れることもありますので、き
ちんとした明渡しの強制執
行手続きをしてから、他の人
に貸す方がよいでしょう。
　まず、手続きする前に行
方不明者との賃貸借契約を

解除する必要があります。
解除方法は、契約解除の意
思表示する旨を記載した明
渡請求訴訟の訴状を民事訴
訟法の規定によって公示送
達すればよく、また、訴訟
に未払賃料などの支払請求
も付け加えておくと後日の
執行に役立ちます。
　強制執行手続きは、証拠
書類の提出と本人尋問によ
り、明渡し命令の判決後、
物件所在地を管轄する裁判
所に強制執行の申し立てを
しますと、執行官が強制的
に物件内に立ち入って、明
渡しの執行手続きをします。

Ｑ

Ａ

借家人が
　行方不明になったときは

《相談》駅前でアルバイトの勧誘を受け応募
しました。携帯電話を契約し、アルバイト先に
貸すと毎月賃料がもらえると説明されました。

《アドバイス》他人に貸した携帯電話の通話
料の支払い義務は契約者にありますし、解約
するにもお金がかかります。
　また、利用料金を払わないまま放置すると、
もともと自分が使っていた携帯電話も使えな
くなります。
　他人に渡した携帯電話は犯罪に使われる可
能性が高く、貸した本人も犯罪に加担したと
して責任を問われるおそれがあります。
　自分名義の携帯電話を他人に渡してしまっ
たら、すぐに利用停止の手続きをし、不審な
情報は警察に連絡しましょう。

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　１２月の講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・３日水、５日金、１４日日…１０時～
　・７日日…１５時３０分～　
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・２日火、４日木、７日日…１０時～
　・７日日…１５時３０分～
リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　※運動のできる服装・室内用運動靴・タオルを持参
　・３日水、６日土、１０日水
　　　　　　　　…１１時、１３時、１７時、１９時～
　

※いずれも対象は高校生以上
　月額使用料：市民１,３６０円、市民以外２,０４０円

 颯  真 くん 
そう ま

（１５.１０.２６生）
〔関根栄宣・知子さん（長男）・堤台〕

携帯電話を貸すアルバイトにご注意を

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
た
関
宿
城
ま
つ
り
が
、　

13

10

月
　
日
に
県
立
関
宿
城
博
物
館
を
中
心
に
行
わ
れ
、

26
約
２
万
１
千
人
の
親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
関
宿
城
へ
向
か
う
大

名
行
列
が
再
現
さ
れ
、

沿
道
の
多
く
の
見
物
客

を
魅
了
。

　
ま
た
、イ
ベ
ン
ト
広
場

で
は
、火
縄
銃
や
抜
刀
術

の
演
舞
な
ど
、
伝
統
文

化
も
披
露
さ
れ
、大
き
な

歓
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

お
城
ま
つ
り
で

　
 　
　
 “
江
戸
時
代
〟を
満
喫

琴の演奏を聴きながら野点茶会も

　
健
康
を
考
え
た
食
事
の
提
供
や
郷
土
料
理
の
伝
承

な
ど
を
担
お
う
と
、　
月
　
日
、「
千
葉
県
調
理
師
大

10

22

会
」
が
文
化
会
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
。

　
「
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
会
場
に
は
所
狭
し
と
、

県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
　
品
の“
力
作
〟が
並

62
び
、
訪
れ
た
人
は
、
色

と
り
ど
り
の
作
品
に
目

を
輝
か
せ
、
し
き
り
に

写
真
に
納
め
る
姿
も
あ

っ
た
。

あ
ざ
や
か
な
料
理
が
並
ぶ

　
　
　
　
調
理
師
の“
美
術
展
〟

ススキやモミジで秋の表現も



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

●
目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

【
譲
り
ま
す
】

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を
　

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
方
法

①
提
供
者
（
希
望
者
）
は
、
は
が
き
で

市
に
申
し
込
む
、
②
市
で
記
入
漏
れ
が

な
い
か
審
査
、
③
市
報
に
掲
載
、
④
希

望
者
は
直
接
、
提
供
者
に
連
絡
・
交
渉

す
る
、
と
い
う
形
で
す
。

　
提
供
者
（
希
望
者
）
は
、
は
が
き
に

①
品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、
④

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方
法
、
⑥

金
額（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲

り
ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不
可
）
を
記

入
し
て
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
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所
清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ

ー
ナ
ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月
　
日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

　
月
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収

12◆
ご
み
収
集
＝
　
日
鍾
は
収
集
し
ま
す

23

◆
資
源
回
収
＝
　
日
鍾
は
収
集
す
る
予
定
。

23

　
日
鐘
、　
日
鉦
、　
日
鍾
に
振
替
収
集
す

24

29

30

る
地
域
あ
り
。自
治
会
の
回
覧
や
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を
。年
末
年
始
の

業
務
は
　
月
　
日
号
で
掲
載
し
ま
す
。

12

15

【
問
合
せ
】
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８
 
１
０
０
１
・
関
宿
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
９
６
 
０
０
２

２
／
資
源
回
収
は
清
掃
計
画
課

―
―

―

品
　
物
　
名

ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ

プ
レ
ー
ヤ
ー

防
水
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
オ

液
晶
テ
レ
ビ

電
子
辞
書

女
子
用
服

Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

と
う
み
（
農
具
）

刈
払
機

ワ
ー
プ
ロ

男
児
用
自
転
車

野
球
用
グ
ロ
ー
ブ

（
大
人
用
）

ワ
ー
プ
ロ

ベ
ビ
ー
カ
ー

希
望
金
額

無
料

無
料

無
料

２
万
円
く
ら
い

無
料
か
安
価

無
料

無
料
か
安
価

備
　
　
　
　
考

小
型
・
折
り
た
た
み
式

小
型

小
型
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
式

・
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
付
き

コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ

Ｓ
サ
イ
ズ

コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
・

防
水
式

富
士
通
製
・
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

　
イ
ン
チ
前
後

16左
手
に
着
用
す
る
も
の

シ
ャ
ー
プ
製
・
書
院

連
　
　
絡
　
　
先

生
田
目
緯
７
１
９
８
・
３
８
５
０

内
海
緯
７
１
２
７
・
３
８
９
２

谷
津
緯
７
１
２
４
・
９
２
７
７
、
取

り
に
伺
い
ま
す

倉
持
緯
７
１
２
２
・
７
８
８
３
、
取

り
に
伺
い
ま
す

戸
辺
緯
７
１
２
３
・
２
５
７
４
、
取

り
に
伺
い
ま
す

鈴
木
緯
　
・
４
４
３
９
・
４
８
０
３

０９０

髙
石
緯
７
１
２
９
・
５
３
４
３
、（
　19

時
　
分
以
降
）

30

品
　
物
　
名

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
一
式

（
女
性
用
）

ロ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ー
ズ

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
テ

ー
プ

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ビ
デ

オ
テ
ー
プ

女
児
用
洋
服

女
児
用
靴

ス
タ
ン
ド
式
掃
除
機

パ
ソ
コ
ン
デ
ス
ク

（
ロ
ー
タ
イ
プ
）

ベ
ビ
ー
バ
ウ
ン
サ
ー

ベ
ビ
ー
ジ
ム

ダ
ッ
フ
ル
コ
ー
ト

（
女
子
中
学
生
用
）

学
習
机

購
入
年

平
成
　18

平
成
　１５

平
成
　16

平
成
　10

不
明

平
成
　18

平
成
　18

平
成
　12

不
明

平
成
　19

不
明

平
成
　13

不
明

希
望
金
額

８
千
円

２
千
円

各
２
千
円

千
円

２
千
円

各
　
円
800

　
円
200無

料
千
円

１
万
円

　
円
500無

料
無
料

備
　
　
　
考

ボ
ー
ド
・
ビ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
靴
（
サ
イ

ズ
　
・
５
㎝
）・
ケ

23
ー
ス

ヒ
ー
リ
ー
ズ
製
・
サ

イ
ズ
　
㎝
22

男
女
各
１
セ
ッ
ト

（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
プ

ロ
テ
ク
タ
ー
セ
ッ

ト
）・
サ
イ
ズ
　
・
22

5
～
　
㎝
24

英
語
カ
ー
ド
付
き

　
点
20サ

イ
ズ
　
㎝
・
ブ

150

ラ
ン
ド
品
　
点
50

サ
イ
ズ
　
・
5
㎝

22

日
立
製
・
Ｐ
Ｖ－

Ｗ
　31

高
さ
　
㎝
×
幅
　

88

75

㎝
×
奥
行
き
　
㎝
50

ベ
ビ
ー
ジ
ョ
ル
ン

製
・
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
　
・
ト
イ
付

123

き
・
色
（
黒
×
チ

ェ
ッ
ク
）

コ
ン
ビ
製

紺
色
・
サ
イ
ズ
Ｌ

連
　
絡
　
先

高
松
・
中
根
　－

　
、
取
り
に

243

21

来
ら
れ
る
方
、
は
が
き
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い

末
柄
緯
　
・
１
１
２
６
・
６
１

０９０

０
３

島
田
緯
７
１
２
４
・
５
４
０
６

（
午
前
中
）、取
り
に
来
ら
れ
る
方

内
海
緯
７
１
２
７
・
３
８
９
２

櫻
田
緯
７
１
２
２
・
４
８
７
０

坂
緯
７
１
２
４
・
８
７
５
６
、

取
り
に
来
ら
れ
る
方



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

　充電式のリチイムイオン電池に表示
される識別マークです。
　携帯電話やノートパソコン、デジタ
ルカメラなどに使われており、使用済
みの電池をリサイクルすることで、貴
重なコバルトなどが再利用できます。

リチイムイオン電池

識別マーク

暮らしの中の表示⑰

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予
定
日

時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象（
な
い
も
の
は

初
心
者
、老
若
男
女
問
わ
ず
）・
会
費（
月
は
月

会
費
、○年 
は
年
会
費
、○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー
ナ

ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た
教
室

の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

◆
マ
イ
体
操
（
リ
ズ
ム
体
操
・
ス
ト
レ

ッ
チ
）　
毎
週
鍾
　
時
～
　
時
　
分
福

10

11

30

田
公
民
館
で
。
女
性
。
月
３
千
円
。
大

森
☎
７
１
３
８
 
２
２
３
２

◆
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
　
毎
週
醤
鉦

は
岩
名
中
学
校
体
育
館
、
醤
鐘
上
は
み

ず
き
小
学
校
体
育
館
で
。
時
間
は
問
い

合
わ
せ
を
。
鈴
木
☎
　
 
６
０
１
９
 

090

２
０
０
０

◆
童
謡
・
懐
メ
ロ
健
康
体
操
（
中
高
齢

者
健
康
体
操
）　
①
毎
月
第
２
・
４
鉦
南

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
、
②
毎
月
第
２
・

４
障
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
、
③
毎
月

第
２
・
４
鐘
東
部
公
民
館
、
④
毎
月
第

１
・
３
障
関
宿
中
央
公
民
館
、
⑤
毎
月

第
１
・
３
鞘
北
部
公
民
館
で
。
①
②
は

　
時
　
分
～
　
時
　
分
、③
④
⑤
は
　
時

13

15

14

45

10

～
　
時
　
分
。
い
ず
れ
も
女
性
。
月
千

11

30

　
円
。
中
村
☎
７
１
２
７
 
１
７
３
２

500◆
茶
道
サ
ー
ク
ル
　
①
男
の
茶
道
…
毎
月

１
回
醤
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

月
千
　
円
。
②
茶
道
…
毎
月
２
回
障
北

500

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
月
３
千
円
。

い
ず
れ
も
９
時
　
分
～
　
時
　
分
。五
十

30

13

30

―

―

―

―

嵐
☎
７
１
２
９
 
２
５
６
５

◆
み
や
び
会（
着
付
け
）　
毎
月
２
回
障

　
時
～
正
午
福
田
公
民
館
で
。
月
２
千

10円
。
玉
崎
☎
　
 
７
４
０
４
 
４
５
３

090

１
（
　
時
以
降
）

18

◆
オ
リ
ー
ブ
サ
ー
ク
ル
（
中
高
齢
者
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
）　
毎
週
上
　
時
～
正
午
南

10

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。　
歳
以
上
の

30

女
性
。
月
２
千
　
円
。
伊
藤
☎
７
１
２

300

５
 
２
２
０
７

◆
の
だ
ス
ポ
レ
ク
（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
）　
毎
週
鉦
　
時
～
　
時
岩
名
中

19

21

学
校
体
育
館
、
毎
月
第
１
・
３
上
　
時
13

　
分
～
　
時
　
分
み
ず
き
小
学
校
体
育

30

15

30

館
で
。
○年 
３
千
円
。
○入 
千
円
。
綿
引
☎

　
 
６
５
２
６
 
５
８
５
２

080◆
Ａ
＆
Ｍ
（
リ
ズ
ム
体
操
・
ス
ト
レ
ッ

チ
）　
毎
週
鍾
　
時
～
　
時
　
分
南
コ

10

11

30

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
女
性
。
月
３
千

円
。
松
井
☎
７
１
３
８
 
２
２
７
５

◆
北
く
ら
ぶ（
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　
毎
週
鍾
上
　
時
　
分
～
　
時
北
部
中

19

30

21

学
校
体
育
館
で
。
女
性
。
月
千
円
。
寺

井
☎
　
 
４
７
３
７
 
５
３
７
３

090

◆
華
の
会（
書
道
）　
毎
週
障
　
時
～
正

10

午
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
月
２
千

　
円
。
吉
村
☎
７
１
２
３
 
３
１
１
３

500◆
フ
ラ
リ
リ
ア（
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
腰
痛
体

操
）　
毎
月
第
２
・
３
・
４
鞘
　
時
～
正

10

午
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
月
３
千

　
円
。
新
村
☎
７
１
２
５
 
２
２
６
１

300◆
梅
郷
剣
友
会（
剣
道
）　
毎
週
醤
　
時
16

　
分
～
　
時
　
分
、
毎
週
鉦
鞘
　
時
～

30

18

30

18

――

―

――

―

―

―

―

――

　
市
で
は
、平
成
　
年
３
月
に
入
居
予
定

21

の
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
居
希
望
者
は
、　
月
　
日
（
上
・

11

28

醤
・
□祝 
は
除
く
）
ま
で
に
、
建
築
指
導

課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
入
居
資
格
は
、
市
内
に
居
住
し
、
住

居
に
困
り
、
公
営
住
宅
法
の
月
収
額

（
一
般
世
帯
は
　
万
円
、
高
齢
者
や
障

20

害
者
な
ど
の
世
帯
は
　
万
８
千
円
で
、

26

い
ず
れ
も
同
居
の
親
族
の
収
入
も
含
め

る
）
以
内
の
方
で
、
市
税
の
滞
納
者
は

　
時
。
い
ず
れ
も
南
部
小
学
校
体
育
館

20で
。月
千
円
。
○入 
千
円
。
八
重
樫
☎
　090

 
９
１
０
５
 
７
３
０
５

◆
ク
イ
ー
ン
ズ
（
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
）　
毎
週
鞘
　
時
　
分
～
　
時
　
分

13

20

14

50

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。　
～
　
歳

40

70

の
女
性
。
月
２
千
円
。
松
崎
☎
７
１
３

８
 
１
７
９
５

◆
Ｕ
・
Ｓ
・
Ｇ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
茶
道
　

毎
月
２
回
鍾
正
午
～
　
時
中
央
コ
ミ
ュ

17

ニ
テ
ィ
会
館
で
。
月
２
千
円
。
白
川
☎

７
１
２
４
 
４
１
８
７

◆
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
）　
毎
月
第
２
鐘
　
時
～
　
時

13

15

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
、
毎
月
第
２
醤

　
時
～
　
時
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

13

15

で
。
月
３
千
円
。
稲
葉
☎
７
１
２
４
 

３
８
４
１

◆
マ
ナ
ー
と
着
付
　
毎
月
３
回
鞘
　
時
10

～
正
午
か
　
時
～
　
時
市
民
会
館
で
。

19

21

月
３
千
円
。渡
辺
☎
７
１
２
２
 
０
６

３
６

―

―

―

―

―

―

団
　
地
　
名

西
大
和
田
団
地
１
号
棟

西
大
和
田
団
地
３
号
棟

西
大
和
田
団
地
４
号
棟

（
母
子
・
父
子
世
帯
向
け
）

西
大
和
田
団
地
５
号
棟

上
花
輪
団
地
３
号
棟

七
光
台
中
央
団
地

鶴
奉
団
地
１
号
棟

鶴
奉
団
地
２
号
棟

宮
崎
西
団
地
３
号
棟

募
集

戸
数３３１１２１２１１

所
　
在
　
地

山
崎
千
　
番
地

314

山
崎
千
　
番
地

283

山
崎

千
　
番
地
の
２

328
山
崎

千
　
番
地
の
２

328
上
花
輪
　
番
地

498

七
光
台
　
番
地

179

鶴
奉　

番
地
の
１

335
鶴
奉　

番
地
の
４

84
宮
崎　

番
地
の
７

80

家
　
賃

１
万
　
円
600

～
２
万
　
円
100

１
万
千
　
円
700

～
２
万
３
千
　
円
400

１
万
３
千
円

～
２
万
８
千
　
円
600

１
万
３
千
　
円
200

～
２
万
９
千
　
円
100

１
万
５
千
　
円
100

～
３
万
３
千
　
円
300

１
万
５
千
　
円
700

～
３
万
４
千
　
円
600

１
万
７
千
　
円
900

～
３
万
９
千
　
円
200

１
万
８
千
　
円
700

～
４
万
千
　
円
100

１
万
６
千
　
円
800

～
３
万
７
千
円

間
取

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｋ

建
設

年
度

昭
和
　
年
47昭

和
　
年
49昭

和
　
年
50昭

和
　
年
51昭

和
　
年
55昭

和
　
年
60平

成
４
年

平
成

６
年

昭
和
　
年
44

駐
車
場

有
（
無
料
）

有
（
無
料
）

有
（
無
料
）

有
（
無
料
）

有
（
無
料
）

有
（
無
料
）

有
（
有
料
）

有
（
有
料
）

有
（
有
料
）

■募集団地

入
居
資
格
が
な
い
な
ど
、
個
別
に
条
件

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、申
込
内
容
を
も
と
に
、資
格
の

審
査
を
行
い
、募
集
の
戸
数
を
超
え
る
応

募
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】
①
単
身
世
帯
の
方
が
申

し
込
み
で
き
る
団
地
は
な
し
、
②
家
賃

は
毎
年
入
居
者
の
収
入
額
に
応
じ
て
算

出
、
③
募
集
団
地
や
戸
数
は
変
更
に
な

る
場
合
あ
り

【
問
合
せ
】
建
築
指
導
課
市
営
住
宅
係

 平成平成
　
年年

３
月
予

３
月
予
定定

市
営
住

 

市
営
住
宅宅
のの
入
居
者
募

入
居
者
募
集集
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２７４
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時
怯休日急患歯科診療…９時～正午

疹
が
帯
状
に
密
集
す
る
帯
状
疱
疹
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。

　
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、神
経
痛
様
の
ピ
リ
ピ
リ

と
し
た
痛
み
は
、ウ
イ
ル
ス
が
知
覚
神
経
を
障
害
す
る

た
め
に
起
こ
り
ま
す
。若
い
人
で
は
軽
く
、高
齢
者
で
は

重
い
こ
と
が
多
く
、神
経
痛
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
を
予
防
す
る
に
は
、
早
期
の

適
切
な
治
療
と
安
静
が
大
切
で
、
皮
疹
が
出
現
し
た

ら
で
き
る
だ
け
早
く
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
内
服
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
N
H
K
で
も
放
送
さ
れ
ま
し
た

が
、
水
ぼ
う
そ
う
に
か
か
っ
た
小
児
と
接
す
る
機
会

が
多
い
職
業
の
人
は
、
水
痘
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
免
疫
力
が
強
化
さ
れ
、
帯
状
疱
疹
を
発
症
す

る
こ
と
が
低
い
と
い
え
ま
す
。　
　
　
　
（
F
・
Y
）

帯
状
疱
疹

　
顔
や
体
に
痛
み
を
伴
っ
た
赤
い
ブ
ツ
ブ
ツ
と
し
た

 丘
 
き
ゅ
う

 疹
 や
 水
  疱
 が
で
き
た
ら
、 帯
 

し
ん
 
す
い
 ほ
う
 

た
い
 状
 
じ
ょ
う

 疱
  疹
 の
可
能
性

ほ
う
 し
ん

が
あ
り
ま
す
。
帯
状
疱
疹
は
、 水
 
す
い
 痘
 、
つ
ま
り
水
ぼ

と
う

う
そ
う
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
生
じ
ま
す
。

　
水
ぼ
う
そ
う
は
一
度
か
か
る
と
、二
度
と
か
か
ら
な

い
病
気
で
す
が
、ウ
イ
ル
ス
は
水
ぼ
う
そ
う
が
治
っ
た

後
、全
身
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
あ
る
知
覚
神
経
の

神
経
節
に
潜
み
、暴
れ
る
き
っ
か
け
を
待
っ
て
い
ま
す
。

疲
労
、精
神
的
ス
ト
レ
ス
、薬
剤
、内
科
的
疾
患
、免
疫
力

の
低
下
な
ど
、ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
が
落
ち
た

と
き
に
暴
れ
だ
し
、今
度
は
水
ぼ
う
そ
う
で
は
な
く
、発

ー
タ
ー
研
修
」
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

【
日
時
】　
月
　
日
、　
日
、
平
成
　
年
１
月
７
日
、

12

10

24

21

　
日
、　
日
、
２
月
　
日
、
そ
の
他
実
習
２
回
あ
り
。

14

28

18

い
ず
れ
も
水
　
時
　
分
～
　
時
　
分

13

30

15

30

【
定
員
】
先
着
　
人（
全
回
参
加
で
き
る
方
）

30

【
申
込
み
・
問
合
せ
】　
月
　
日
月
か
ら
電
話
か
直

11

17

接
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

機
能
訓
練
で
体
力
向
上
を

　
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
体
力
維

持
や
向
上
を
目
指
す
教
室
を
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】
毎
月
２
回
の
金
　
時
　
分
～
　
時
　
分

13

30

15

30

【
対
象
者
】　
～
　
歳
の
市
民
（
介
護
保
険
に
よ
る

40

64

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）
で
、
何
ら
か

の
障
害
が
あ
り
、
訓
練
の
必
要
が
あ
る
方
か
、
身
体

が
弱
く
日
常
生
活
や
外
出
の
機
会
が
少
な
い
方

【
申
込
み
・
問
合
せ
】電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

の
で
、流
行
す
る
時
期
に
間
に
合
う
よ
う
、接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、　
月
中
旬
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

12

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
・
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

生
活
習
慣
病
予
防
の
講
演
会

　
「
愛
す
る
人
の
た
め
に
禁
煙
を
」
を
テ
ー
マ
に
、

小
西
明
美
氏（
医
師
）に
よ
る
講
演
会
を
保
健
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　
月
２
日
火
　
時
　
分
～
　
時

12

13

30

15

【
定
員
】
先
着
　
人
70

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
電
話
か
直
接
、
保
健
セ
ン
タ

ー
か
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

　
高
齢
者
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
介
護
予
防
の
理
論
や
知
識
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
心
構
え
な
ど
を
学
習
す
る
、「
介
護
予
防
サ
ポ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
に

　
　
　
　
　
　
高
齢
者
は
早
め
に
予
防
接
種
を

　
予
防
接
種
と
は
、ワ
ク
チ
ン（
病
原
体
や
毒
素
の
力

を
弱
め
て
作
っ
た
薬
液
）を
接
種
す
る
こ
と
で
、免
疫

力
や
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け
て
、
発
病
を
予

防
し
た
り
、
症
状
を
軽
く
し
た
り
す
る
方
法
で
す
。

　
市
で
は
、
高
齢
者
（
満
　
歳
以
上
）
を
対
象
に
、

65

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

【
期
間
】
平
成
　
年
１
月
　
日
土
ま
で（
休
診
日
を
除
く
）

21

31

【
対
象
者
】
市
民
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

希
望
し
、
次
の
ど
ち
ら
か
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
接
種
当
日
に
満
　
歳
以
上
に
な
っ
て
い
る
方

65

②
接
種
当
日
に
満
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
で
、
心

60

65

臓
・
腎
臓
も
し
く
は
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が

あ
り
、
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

害
が
あ
る
方
（
詳
細
は
問
合
せ
を
）

※
希
望
者
本
人
の
意
思
確
認
が
で
き
る
場
合
に
限
り

接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
費
用
】　
円（
１
回
接
種
）

５００

※
生
活
保
護
受
給
者
や
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
方
は
無
料
で
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
関
宿
保

健
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
保
険
証

【
実
施
医
療
機
関
】
市
内
指
定
医
療
機
関
（
必
ず
事

前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
）

※
原
則
と
し
て
、
主
治
医
の
も
と
で
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。た
だ
し
、主
治
医
が
県
内
の
他
市
町
村
の

場
合
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ワ
ク
チ
ン
が
十
分
な
効
果
を
維
持
す
る
期
間
は
、接

種
後
２
週
間
後
か
ら
約
５
か
月
間
と
さ
れ
て
い
ま
す



◎休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
　または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認を

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

◯外 
＝
外
科
　
◯内 
＝
内
科
　
◯産 
＝
産
婦
人
科

中毒
１１０番

煙（財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒などで
起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒１１０番（３６５
日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５日９時～２１
時）＝☎０２９（８５２）９９９９
煙日高病院中毒情報センター（９時～１９時）＝☎０２７（３６２）６２０１

◎
野
田
断
酒
新
生
会
酒
害
相
談
…
市
民
会
館
＝
毎
月
第
１
・
３
・
４
土
曜
日
／
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１８

３０

２０

３０

／
関
宿
南
部
公
民
館
＝
毎
月
第
１
日
曜
日
／
　
時
～
　
時
　
分
／
榎
本
政
幸
☎
７
１
２
５
―
３
０
５
０

１３

１５

３０

◎
た
ば
こ
の
誤
飲
等
専
用
電
話
…
　
日
・
　
時
間
対
応
／

３６５

２４

テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
／
☎
　（
　
）９
９
２
２
（
無
料
）

０７２

７２６

野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内
※１ 療育相談は整形外科的心配のある
１８歳未満の方が対象です。
※２ エイズ検査は、クラミジア、梅
毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎の検査も同時に
検査できます。

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談乳がん検診歯　　　科乳幼児健診

両 親 学 級予防接種

　
月
１２

受付：９時３０分
　　　～１１時３０分
会場：下記会場

受付：９時～１０時３０分
　　　１３時～１４時３０分
会場：下記会場
※予約制のため日時の
変更を希望される場合
は、必ず連絡してくだ
さい

受付：１０時～１１時
　　　１３時～１４時
会場：下記会場

（健診は個人通知）
三歳児健康診査は、3歳
6か月で通知
５歳児健康診査は、幼稚園
や保育所などで健診を受け
る機会のない児童（申込制）
両親学級の申し込みは
電話で
会場 : 下記会場

受付：ＢＣＧ予防接種のみ
＝１３時１５分～１３時４５分／
ポリオ＝１３時１５分～１４時
１５分
会場：下記会場
麻しん風しん混合、ジフテ
リア百日せき破傷風、ジフ
テリア破傷風、日本脳炎は
各医療機関で実施中

両親学級Ⅰ③
（保健センター）月１

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）１歳６か月児健康診査
（保健センター）火２

エイズ検査９時～１０時、１７時３０分～１９時（予約制
・匿名・無料）※２

１歳６か月児健康診査
（保健センター）水３

精神障害回復者グループ小枝の会１０時～正午（予約制）七光台会館保健センター（要予約）２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

１歳６か月児健康診査
（関宿保健センター）木４

保健センター（要予約）２歳３か月児歯科相談
（保健センター）金５

土６
○外 ＝しばやま整形外科（緯7120-5355）／○内 ＝尾崎台クリニック（緯7127-6677）／○産 ＝川間太田産婦人科医院（緯7127-1135）日７

２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）

両親学級Ⅱ・同窓会
（保健センター）月８

女性のための健康相談１３時１５分～１６時（予約制）関宿保健センター保健センター（要予約）火９
精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）３か月児健康診査・BCG予防接種（６か

月未満）（保健センター）水１０
療育相談１３時～１３時１５分※１
低体重児健康相談１３時～１３時３０分保健センター保健センター（要予約）木１１

保健センター（要予約）２歳３か月児歯科相談
（保健センター）金１２

土１３
○外 ＝小張総合病院（緯7124-6666）／○内 ＝中本医院（緯7122-3377）／○産 ＝小張総合病院（緯7124-6666）日１４

関宿保健センター
（要予約）

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）月１５

保健センター（要予約）三歳児健康診査
（保健センター）火１６

エイズ検査９時～１０時（予約制・匿名・無料）※２
精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）保健センター（要予約）三歳児健康診査

（保健センター）水１７
精神障害回復者グループ小枝の会１０時～正午（予約制）
発達相談１４時～１６時１５分（予約制）谷吉会館３か月児健康診査・BCG予防接種（６か

月未満）（関宿保健センター）木１８
三歳児健康診査
（関宿保健センター）ポリオ（保健センター）金１９

土２０
○外 ＝野田中央病院（緯7122-6161）／○内 ＝山縣医院（緯7125-3741）／○産 ＝遠藤産婦人科医院（緯7124-7860）日２１

月２２
○外 ＝東葛クリニック野田（緯7124-3101）／○内 ＝岡田小児科医院（緯7122-2519）／○産 ＝杉崎クリニック（緯7125-1070）火２３
３か月児健康診査・BCG予防接種（６か
月未満）（保健センター）水２４

島会館木２５
金２６
土２７

○外 ＝須藤整形外科（緯7122-1221）／○内 ＝東葛飾病院（緯7196-1166）／○産 ＝川間太田産婦人科医院（緯7127-1135）日２８
○外 ＝山崎外科内科（緯7122-2359）／○内 ＝うちだ内科クリニック（緯7127-8181）／○産 ＝小張総合病院（緯7124-6666）月２９
○外 ＝西村クリニック（緯7123-0050）／○内 ＝あら山こどもクリニック（緯7129-7149）／○産 ＝遠藤産婦人科医院（緯7124-7860）火３０
○外 ＝しばやま整形外科（緯7120-5355）／○内 ＝むらた内科循環器科クリニック（緯7127-8800）／○産 ＝杉崎クリニック（緯7125-1070）水３１
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